
2023 年 9 月 29 日 

東京海上ホールディングス株式会社 

 

脱炭素社会の実現脱炭素社会の実現脱炭素社会の実現脱炭素社会の実現に向けたに向けたに向けたに向けた 2030203020302030 年中間目標年中間目標年中間目標年中間目標の設定についての設定についての設定についての設定について    

    

東京海上ホールディングス株式会社（取締役社長グループ CEO 小宮 暁、以下「当社」）は、保

険引受・投融資に係る気候変動に対する取り組みをより一層推進するため、2030 年中間目標とし

て、お客様との対話（エンゲージメント）に関する目標を新たに設定しました。 

    

1.1.1.1. 2030203020302030 年中間年中間年中間年中間目標目標目標目標の概要の概要の概要の概要    

東京海上グループは気候変動対策をグローバルに取り組むべき最重要課題として位置付け、

社会全体の 2050 年カーボン・ニュートラルの実現に向けて、お客様との対話（エンゲージメント）を

通じて課題解決のご提案を行う等、社会全体の脱炭素への移行（トランジション）を全力で支援し

てまいりました。 

2050 年カーボン・ニュートラルの実現や保険引受・投融資ポートフォリオにおける GHG 排出量

削減のためには、当社だけではなく、お客様や投資先企業においても脱炭素化に向けた取り組み

が進展していく必要があります。こうした状況を踏まえ、当社は脱炭素社会の実現に向けた 2030

年中間目標として、お客様との対話（エンゲージメント）に関する目標を新たに設定しました。 

 

 脱炭素社会の実現に向けたお客様との対話（エンゲージメント）に関する目標脱炭素社会の実現に向けたお客様との対話（エンゲージメント）に関する目標脱炭素社会の実現に向けたお客様との対話（エンゲージメント）に関する目標脱炭素社会の実現に向けたお客様との対話（エンゲージメント）に関する目標    

 

当社は 2030 年までに、グループの主要子会社である東京海上日動火災保険株式会社（以

下「東京海上日動」）において、保険引受に伴う GHG 排出量の約 9 割を占める大口顧客「200

社」※1 と対話し、「160 社」以上との対話水準を下記のレベル②以上とすることを目指します。 

※1：プライム上場企業のうち東京海上日動の収入保険料上位 150 社、GHG 排出量上位 100 社から選定。 

 

レベル 内容 対話イメージ 

➀ 課題把握 

企業の経営計画や IR 資料等をもとに脱炭素化移行の計

画や取り組みを把握するとともに、当社が保有する支援メ

ニューを提示。 

② 
課題認識をふまえた 

提案 

各企業と課題認識を共有のうえ、課題解決のための具体

的な提案を実施。 

 再生可能エネルギー導入支援およびリスク評価・リ

スク低減のための保険の引受 

 気候変動に関する情報開示支援や脱炭素計画策定

支援のコンサルティング                等 

③ 
保険引受・ソリューシ

ョンの提供 

課題解決に向けて当社が提案したメニューや保険の提供

を通じて企業を支援。 

なお、日本版スチュワードシップ・コードも踏まえて、ESG や GHG 排出量削減の視点を含む

建設的な対話を行い、投資先企業における GHG 排出量削減目標の設定や実現に向けた後押

しも行ってまいります。 

    



2.2.2.2. 脱炭素社会実現に向けた当社の取り組み脱炭素社会実現に向けた当社の取り組み脱炭素社会実現に向けた当社の取り組み脱炭素社会実現に向けた当社の取り組み    

①①①① 脱炭素領域に関する保険・ソリューションの提供脱炭素領域に関する保険・ソリューションの提供脱炭素領域に関する保険・ソリューションの提供脱炭素領域に関する保険・ソリューションの提供    

これまで東京海上グループは、脱炭素社会への移行を支援する保険商品やサービスの開発・

提供に取り組んでまいりました。今後も脱炭素社会実現に向けて再生可能エネルギーへのシフト

が必要であり、洋上風力や太陽光をはじめとした再生可能エネルギーや蓄電池の普及、水素の

活用促進等に資する新たな保険商品・ソリューションの開発・提供に取り組んでまいります。 

 

【【【【グループにおける脱炭素関連グループにおける脱炭素関連グループにおける脱炭素関連グループにおける脱炭素関連保険料推移保険料推移保険料推移保険料推移】】】】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②②② トランジション・ファイナンスやグリーン・ファイナンスの推進トランジション・ファイナンスやグリーン・ファイナンスの推進トランジション・ファイナンスやグリーン・ファイナンスの推進トランジション・ファイナンスやグリーン・ファイナンスの推進    

東京海上グループは、責任ある機関投資家として、一定の運用収益の確保を前提に、移行債

や再生可能エネルギーファンド、グリーンローンへの投融資等のトランジション・ファイナンスや、

グリーン・ファイナンスを積極的に推進し、社会全体の脱炭素移行に貢献してまいります※2。 

 

【サステナビリティテーマ型投融資【サステナビリティテーマ型投融資【サステナビリティテーマ型投融資【サステナビリティテーマ型投融資※3 の残高推移の残高推移の残高推移の残高推移※4】】】】        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2：トランジション・ファイナンスの実施は、一時的に当社の投融資ポートフォリオの GHG 排出量を増加させる可能性がある

ものの、中長期的には投融資先の排出量削減努力によって脱炭素社会の実現に繋がるものと考えています。 

※3：ESG をテーマとするグリーン債やサステナビリティ債、移行債、ソーシャル債、グリーンローン等への投融資。 

※4：東京海上日動、東京海上日動あんしん生命保険、日新火災海上保険の投融資残高合計。 

 

 これらの内容につきましては、「サステナビリティレポート 2023」および「TCFD レポート 2023」に

て本日公表（ホームページに掲載）いたしました。 

 以上 

（年度末） 

（年度末） 


